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１．研究計画の概要 

ユークリッド空間の完備な超曲面でスカ
ラー曲率一定なものの例は回転面といくつ
かの例が知られているだけである。この研究
の第一の目標は, cohomogeneity が 2 であ
る一般化された完備回転超曲面でスカラー
曲率一定なものを構成することである．以前
の研究により，スカラー曲率を各軌道の体積
関数とその微分で表現する公式を得ている.
 その常微分方程式系に対して，第一積分を
もつような良い常微分方程式系を比較のた
め考えることにより，解曲線の大域的性質を
調べ，完備超曲面の存在を示す． 
第二の目標は，スカラー曲率一定な完備超曲
面であって，end を 3 つ以上もったものを構
成することである． 3 次元ユークリッド空間
の中で平均曲率一定な完備曲面を最初に構
成したのは，Kapouleas であった．彼は球面
に Delaunay 曲面の end を 3 つ連結して
できる曲面を摂動して構成したのであった．
これをまねて，球面にスカラー曲率一定な回
転超曲面の end を 3 つ連結したものを考
え，これを摂動してスカラー曲率一定な超曲
面を構成できないかを調べる． 
２．研究の進捗状況 
(1) 研究体制としては，岡安は微分幾何の立
場から研究を押し進め，研究分担者の柳田は
位相幾何の立場から研究を進め、随時話し合
うことにより研究の進展状況をチェックし
ている． 
(2) 毎年，学会，研究集会，もしくは国際学
会で研究を発表してきた． 
(3) これまでに得られた成果は次のようで

ある． 
①直交回転群の積で不変な，一般化された回
転面でスカラー曲率一定な完備超曲面の構
成ができた．さらに，その副産物として，あ
る種の非線形微分方程式系の比較定理を得
る こ と が で き ， そ の 応 用 と し て
cohomogeneity が 2 である一般化された完
備回転超曲面で、第二基本形式の長さが一定
なもので合同でないものを、無限個構成する
こ と が で き た 。 こ の 手 法 は 各 種 の
Weingarten 曲面にも応用できることがわか
った． 
②一般の Riemann 多様体上に第二基本形式
の長さが一定なコンパクト超曲面が存在す
るかを研究し，つぎの結果を得た． 
定理 (M,g) を Riemann 多様体とし，p を
スカラー曲率関数の非退化な critical point 
とする．このとき p を中心とする十分小さ
な距離球面は，微小変形することにより第二
基本形式の長さを一定にできる．この結果は，
平均曲率については R.Ye が，高次の平均曲
率については F.Mahmoudi が証明していた． 
③一般の Riemann 多様体上にスカラー曲率
が一定なコンパクト超曲面が存在するかを
研究し，つぎの結果を得た． 
定理 (M,g) を Riemann 多様体とし，p を
スカラー曲率関数の非退化な critical point 
とする．このとき p を中心とする十分小さ
な距離球面は，微小変形することによりスカ
ラー曲率を一定にできる． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 



（理由） 
「研究の進捗状況」で記述したように，現在
までに大きく分けて３つの主要な結果を得
た．ひとつめは，ユークリッド空間の完備超
曲面で、第二基本形式の長さが一定なものを
無限個構成することができた．第二基本形式
の長さが一定な超曲面の研究はほとんどな
されてこなかったと思われるので，重要な結
果であると考える．２つめは，一般の
Riemann 多様体上に第二基本形式の長さが
一定なコンパクト超曲面が存在することが
証明できた．さらに３つめは，一般の
Riemann 多様体上にスカラー曲率が一定な
コンパクト超曲面が存在することが証明で
きた． 

研究計画での第二の目標「スカラー曲率一
定な完備超曲面であって，end を 3 つ以上も
ったものを構成すること」の研究が未完成で．
現在進行中である． 

以上の理由により，おおむね順調に研究が
進展していると判断した． 
  
４．今後の研究の推進方策 
 当初の計画に則って研究を推し進める． 
今年度は研究の最終年度であるので，今まで
得た結果を論文として完成させ，雑誌に投稿
したい． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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